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研究成果の概要（和文）：がん患者にとって「治癒不能」を意味する「進行・再発」の精神的なストレスは、初
発時よりも大きい。全身状態の確実な悪化が予測される中、精神状態を改善・維持は重要である。
本研究では、これまでに我々が開発した「治癒不能がん患者の心的外傷後成長を目指した集団精神療法プログラ
ム」を、研究期間中にのべ６６回、のべ165名を対象に実施した。また、実施可能性と介入効果について対象者
を通して検討しつつ、ファシリテーションなど運営側の改善すべき点についても詳細な検討を行った。本プログ
ラムの構成はシンプルではあるが、重要なテーマについて話し合いを重ねることで、参加者に心的外傷後成長が
生じることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The mental stress of "progression/recurrence," which signifies “
incurability” for cancer patients, is greater than that of the initial onset. With a predicted 
deterioration in the patient's overall condition, it is important to improve and maintain their 
mental state.
In this study, we conducted our previously developed “group psychotherapy program aimed at 
post-traumatic growth in incurable cancer patients” for a total of 66 sessions for 165 participants
 during the study period. In addition, we examined the feasibility and effectiveness of the 
intervention for the subjects, and also conducted a detailed study of areas that needed to be 
improved on the management side, such as facilitation. Although the structure of this program is 
simple, it was found that repeated discussion of important themes led to post-traumatic growth in 
participants.

研究分野：精神腫瘍学

キーワード： 治癒不能がん　進行がん　集団精神療法　心的外傷後成長
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
身体的には治癒不能となったがん患者であっても、精神的な成長として「心的外傷後成長」の生起は明らかにさ
れている。本研究では、治癒不能がん患者の集団精神療法プログラムの中で、どのような話し合いのテーマがよ
りその成長を生起させるのか、集団精神療法のグループダイナミクスの中で他参加者へと波及、増幅していくの
かについて、明らかにすることができた。精神的な成長は、たとえ人生の終末期であっても誰にでも実現可能と
考えている。本研究結果を通して、より多くの患者の精神的な成長を促すことができれば、患者本人だけでな
く、家族、友人、社会へとその影響の広がりが想定され、その社会的意義は大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
がん患者の 50～60%は進行・再発によって治癒不能となり、死の転帰をたどる。よって、「治癒
不能」を意味する「進行・再発」の精神的なストレスは、初発時よりも大きい。全身状態の確実
な悪化が予測される中、精神状態を改善・維持することは患者の生活の質(QOL)を保つために重
要かつ不可欠である。 
当院では精神腫瘍科を設置し、がん患者に生じるさまざまな精神的問題に対応している。通常、
「治癒不能」のような「悪い知らせ」を受けた後、日常生活適応度は著しく低下し〈衝撃の時期〉
〈不安・抑うつの時期〉〈適応の時期〉を経て約 2週間で回復するが、回復に時間を要する場合
には精神腫瘍科での診断と治療が必要となることがある。治癒不能がん患者の場合、身体症状の
悪化に伴って、心理状態も悪化しやすく、衝撃・不安・抑うつ・適応の時期を何度も繰り返す。
このような心理状態、精神的問題に対し、当科では 2007年より毎月１回、臨床心理士と精神腫
瘍医がファシリテーターを担う集団精神療法（以下、GP）を実施してきた。 
なお、治癒不能がん患者を対象とした精神療法の必要性は国外でも認識されており、有効な方法
としてMeaning-Centered Group Psychotherapy for Patients with Advanced Cancer (以下、
MCGP)が開発されている。MCGPは週１回の７回プログラムとして構成されており、これまで
に研究者が明らかにした本邦における治癒不能がん患者のニーズと現状に必ずしも即したもの
ではない。がん患者の思う“望ましい死”にも文化差があるように、文化差には十分な配慮が必
要である。その点、研究者の開発した GPプログラムは本邦の臨床の中から開発されて成果をあ
げているため、日本人に適した、より実用性の高い治療法と考えられた。 
よって、治癒不能がん患者のニーズに即した GP プログラムの開発を目的とした基礎的研究を
実施、その成果として「単回プログラム構成」を導入した。通常、MCGP のように GP プログ
ラムは複数回のセッションを組み合わせて提供されるが、これまで GP に参加した治癒不能が
ん患者には肺がんや膵がんなどの予後不良患者が多く、その多くは死亡の１か月前まで出席と
欠席を繰り返しながら GP に参加しており、複数回セッションを設定しても完遂は困難と推測
されたため、単回プログラムに繰り返し参加するような GP形態とした。また参加対象を「原発
部位」で限定せず、広く「治癒不能がん」として実施可能性を高めてきた。 
さらに、GPプログラムでは“大切にしたいこと”“病気の意味”など、集団でありながらも個人
の考えが強く反映される具体的な話し合いが行われ、集団精神療法のダイナミクス（グループダ
イナミクス）のみならず、個人精神療法的な側面も認めた。結果として、参加者には不安・抑う
つの軽減、さらには心的外傷後成長（Posttraumatic Growth；以下 PTG)が観察され、その成長
が後の問題解決能力、ストレス対処行動によい影響を与えている可能性が示唆された。 
これまでの研究では、プログラムの構造や構成に主眼を置き、実施可能性を考慮してきた。ある
程度プログラムが確立してきたところで、患者の精神面の動き、PTG 生起に至るプロセスへの
検討が必要となった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の 2点である。 
ⅰ) GPプログラムにおける PTG生起に至るプロセスと GPの機能の解明 
ⅱ）GPプログラムの治療法としての、ファシリテーションなどの運営も含めた確立 
本研究では、治癒不能がん患者に生起する PTG に対し、GP の機能としてグループダイナミク
スが与える影響について明らかにする。また、これまでに明らかにしてきた PTGの個人内生起
と、グループダイナミクスによる PTGの個人間生起プロセスを解明したうえで治療法として確
立させる。 
なお、本研究は普及までを目的としていたが、Covid-19 により途中集団精神療法が実施不可能
な期間が生じたこと、研修会の開催を感染状況等から現実的に計画できなかったことから、研究
計画の変更と研究期間の延長を余儀なくされている。 
 
 
３．研究の方法 
調査対象者に偏りが生じないよう、これまでに実施された集団精神療法について、逐語録を作成
した。さらに、診療録から患者背景や、治療経過、病状の変化なども追いつつ、後方視的にその
変化を確認し、質的手法を用いて解析を行った。 
また、これまでに扱ったテーマについても、患者の発言を整理し、どのテーマでどのような話題
につながるのか、どのような話し合いが行われるのかについても細かく分析を行った。 
なお、本研究については現在もデータ収集中であり、解析途中である。 
 
 
４．研究成果 



研究期間中には Covid-19 の影響もあり、集団精神療法自体の運営にある程度の影響があったが、
開催方法の工夫などによって、研究期間中にのべ 66 回開催され、参加者数はのべ 165 名であっ
た。集団精神療法実施の構成としては、精神科医・心理士・看護師２名を基本とし、支持医療科・
腫瘍内科の医師やその他職種の参加もあり、多職種で取り組んだ。 
GP 内で話し合われるテーマとしては、「健康の定義」「元気とは」「勇気を出したこと」「受け継
いできたもの」「今の私だから、できること」「変わったこと、変わらないこと」「変えたいこと、
変えたくないこと」「守りたいもの」「この病気から教わったこと」「この病気から考えたこと」
「私の幸せ」「抱負」「伝えたいこと」「頑張ってきたこと」「夢」「未来に残したいもの」など多
岐にわたった。時点として、過去・現在・未来におけるそれぞれのテーマについて考え、話し合
いが行われた。病気になるまでの自身を振り返り、その後の病気がもたらした自身への変化につ
いて認識するなかで、根本的には変化していない自身に気づく様子が観察され、心的外傷後の成
長につながる可能性が認められた。さらに、治癒不能がんをどのように生きるのかについて、自
身をあるいは他参加者を通して考え、現在の自分にできることにも気づく。そして、ここから先
の人生を何を大切にしながら、どんな希望を抱きながら、あるいは何を実現させながら生きてい
くのかについても話し合う中で、さらなる成長が垣間見られた。 
これらはいずれも研究成果の概略であり、正確な分析については途中ではあるが、GP において
話し合うテーマによって、心的外傷後成長が生起していることが確認された。また、ファシリテ
ーションによって、その反応を他参加者らに増幅させることができた場面もあり、その方法も運
営方法に反映させながら、GP プログラムの治療法としての確立を引き続き目指したい。 
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